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　　・コパゾチョゥチンゴケめ欝歯の発生にういて

D飢う／・p蜘七・flh・p・・i・1・1・ユ・i・皿・imユmi…phy11mD・啄。銚蝸1k；

　　　　　　　　齋藤真太郎⑧西佃雄行

　t鰭’言
　CAVERSによつて真正蘇類はTetraPh］daIes，二PoIyt「1chaIes多毘㎎bau岨1aIes，Eub「yaI的
　　　　　　　　　　　　せん
の4類に分けられてあるがこのような分類には鞠歯の構造，発育状態等は蘇類相互間の系統
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さく　．麗係を示すものとして重要視されている。Tet閉ph・由1es，PoIy伽c蜘帆のさく歯は完全な

紬胞から蔵り。B岨b＆u㎜1aIes，Eub1y・1・sのさく歯は綱胞の膜の肥厚によってできてくる。

PH工L江BERTの例に従えばEnca1yptace鵬を除いてEub〕ya1esはD王p1oIep1de鵬雲H理Io－
1・台i・…に和られる。Dφ1・1・・i・…ではさ／翻の同心円暦から発生してくる。これらの発

育に関してはGOEBELは1887年に，CAMPBELLは1905年にF㎜叙1a　hyg1o皿et・1caで

STRASBUPGERは1905年にM蛆醐ho・nu蛆について研究している。それらによると

さく歯は内外2暦からなり，外さく歯暦（0ute・pe…tomユaI1aye・）は16箇の紬胞から，内

さく歯暦（1nne・p…s†o醐1auaye・）は32箇の紬胞から発達してくることを述べている、

　ALEXANDER，HOOKER両氏は1913年にCe・atodon　P㎜pureus以M．についてさく歯の

発生状況を精密に研究している。これもMnm㎜homu㎜と同様にさく歯暦は内外2暦にな

つているが。外さく歯暦は16箇，内さく歯暦は24箇の紬胞からできている点が違う邊すな

わち外側のさく歯紬胞2箇に対して内測のさく歯紬胞3箇が密接に対応している。内外さく

歯の肥厚は各2箇のlP・・ユchn・1wausに行われ，最初内さく歯暦に肥厚が始まり，間もなく

外測のさく歯が肥厚することを明らかにした。そしてさく歯の発生に関する研究の必要性を

説かれたので，この間題に志して野口彰寧士の懇篤なる指導をかたじけのうしつつ目下研究

に従事しているがっ今日までにあげ得た成果の一部としてMn三u㎜血三c・ophyuu㎜Do忍et

Mo1kについて発表する．

　2．樹料履ぴ研究清藩

・材料の大部分は松江市外中原（そとなかはら）酎清光院墓地で，一部分は同町島根大学致

育学部農園西北隅で継続探集したものである。

　松江地方に威育するMnm㎜mc1ophyHu皿以M．の造胞体の発生は9月中句ごろに始ま

り，その完威は4月初句から中旬までごろになる的観察に用いた材料中g月中旬から2月中

旬までに探取したものについてはそれらの造胞体の発育を12段階（Fig1～12）に分けて研

究した。

　造胞体の固定にはBouin’s　so1ut三〇nを使用して，固定後数日経てから蕪帽を除去した。この

．ようにしてさく歯とさく蓋部を破壊することなく比較的堅い厚膜紬胞から成る部（将来蕪帽

になる部）を除く1二とができる．

　晩水　　　30％アルコール（6～12h・s　この時ピクリン酸の脱色用として炭酸リチュ、与

ムを混じた）450％アルコーノレ（6～12hrs）一・70％アノレコりレ（6～工2hr台）→80％ア

ルコール（4～6h・s）→90％アルコール（4～6hrs）95％アルコール（4～6hrs）→無水

アルコール（3～4h・s…1時間おきにとり換える）→無水アルコール十トノレオール（2：1
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・30血1n）→無水アルコール十トルオール（12．30皿1皿）→トルオ｝ル（30蛆1n～
ヱh・）。

　パラフィこ・誘導　　　トルオ←ル十較パラフイン（11…6～12h・s）→較パラフイニ■

（6～12hrs）→レ硬バラフイン（12（’24hrs）

　切庁　　　7～10μ，染色にはデラフイルド氏ヘマトキシリン染色液を使用した。

　ヱ　覇歯層の発育

　さく胞の先端が肉眼さわすかに見えるのは9月中旬ごろで，その全長11mm．余で（F1gJ），

Fig3に示すようなS惚geになるのは翌2月申旬ごろであって，この期間は非常に長い．

　造胞体の長さ1蛆m．余のころにはまだ蔵卵器の腹都が配偶体から分離していない状態，す

なわち蕪帽が配偶体から分離していない時であつて造胞体（Fl＆工）の横断面を見るとA耐i－

cI1醐1wausによつて四分円に分かれている（F・913）．これがまもなく最初のlPe11c11na－

waI1s（P．w．I．）によつてAmphitheciu㎜とEndotheciu㎜の内外2暦に分かれる（F蛙14）．

ついでA蛆ph1th・c1u皿は第1圓のAnt1・1・na1w・H・（甑w．I。）によつて8箇の紬胞に分裂し

（Fi＆ユ5），その分裂面は決してEndothec三u血にまで及ばない．　A岬hitheciauaye・は第

2回のlPe・1cI独a1wa11s（砕帆Z）の形威によつて内外のA㎜phithec蝦I　Iaye・sに分化する

（Fig。ユ6）．

　この内側のAmph1ph㏄1aI　Iay・・はAnt1・I蛆aI　waH・によつて分裂を重ねて将乗の内くさ

歯暦の紬胞暦となるがさく蓋都においてはこの暦に起因するPe11CHnaI　WaIISによる分裂は

これ以上起らない（F三島1づ～26〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　外側のAmph1thec工aI1ayerの8箇の紬胞はそれぞれ第2回のAnt1cI伽aI　waus（乳帆2）

によつて16箇の紬胞に分かれ（F賂工7），ついで第3回のP・凹・I1naヱw・IIs（臥汎3）によつ

て更に内外2暦にわかれ，各々外さく歯形威に関与し，紬胞質内容に富む。この内暦は16箇

の紬胞からなる外さく歯細胞暦となり，外暦からは外さく歯外側隣接紬胞暦が発達する（F硲

18．20．23）．

　このようにして外側のさく歯暦が16－Ceued　St現9e（F蛙19）となつた後に内さく歯暦が

錦4回のA耐三・IinaI　waus（乳w4）によつて16箇の紬胞に分裂し・内外さく揮暦共16箇め

紬胞のStageになるが（F1＆■21）・このころになつてよ柑うやくEndσ出ec三u㎜の部分が分裂を

始める．しかし外さく歯暦はもはやA伽cI伽a工w・Iヱsによる分裂は行われすに紬胞は栄養を

吸牧して肥大する。他カ内狽1／のさく歯層の名維胞は第5回のA的cI　naI　waus（弘凧5）によ

つて更に2分して32箇の紬胞暦になる（Fi＆2ユ25）．この内さく歯暦は．a16・32箇の細胞に

分裂するまでぼ非常に規則正しく分裂するが・32－C・n・d　St・g・からは不規則となり・ざく柄

（Seta）とほとんど太さの等しい若い造胞体（Fi＆3）のさく蓋部を模断して見ると内側のさ

く歯暦には多くの場台既に64箇¢紙胞か並んでいるが55～69箇等の変数の数をもつこと

がある。F溶4ユ6．7Stagesの造胞体のさく蓋部の横断面では外さく歯紬胞暦に内接する内

さく歯綱胞暦は前者のユ箇に対応する申央部に3箇の（2～4箇のこともある）比較的小さ

い紬胞とこれをはさむ大形の紬胞がなら塁（F三＆26．2731）・このように大小不等の紬胞が

　64＿ceued　S協9eのころでき・てくることはムラサキャネゴヶ（Ceratodonpu・pureus）のよう

に不均等な分裂によつて生する（ALEXANDER＆；HOO置ER1913）のとは異なり・その威育

の適程においてすれを生じ，紬胞の形状大小に変化をきたしたものと観察の結果考えられる。
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　内さく醤暦を造る小形の紬胞の外倒膜から間毛（qi11a）ができ，大形紬胞の外側膜からは

歯突起（二P・…ssus）を生する．別に内さく歯暦紬胞の数が16箇のころのさく胞（Fi＆．21）

を縦断して見るとさく蓋の部分のさく胞の先端からそのおおよそ1／6長の位置を占め，その

内倶炸発育するところの外側さく歯暦周辺の紬胞はまだ分裂を始めないがさく蓋ρつげなか

らさく柄に近い部分が盛んに分裂しており，その紬胞数もさく蓋の部分よりも多く内外のさ

く歯暦でない事がわかる（Fig．24）。

　内さく歯暦が32－ceued　Stage（F蛙25）のころになると外さく歯暦の外表の周辺暦もさく

柄の方から上方に向つて分裂していく時期であり，Endotheαu軸も紬かく分裂して内側のさ

’く歯暦に接した部分では大形の紬胞で一列の暦をつく；ている。（F屯23工

　外さく歯外側隣接紬胞暦（以o．P．I）は外さく歯暦の肥厚に露係する紬胞であつて外さく

歯紬胞1箇に対して2箇すつ現われ（Fl＆2工．23），この暦の紬胞数は32箇以上に分裂する

ことは決してない（Fi南2ユ25蜆2a2τ3λ33）臼

　外さく歯暦の紬胞数はさく胞発育初期から相当進んだ時期（Fig．2～5）においてもそれぞ

れの蟹断面で見下同数（16箇）であることから・この紬胞数決定ぼかなり初期に行われ・そ

れ以上の分裂は超らないで，ただ細胞の形が膨大してくるだけであること（F屯26．2τ32）

がわか肴・縦断面で（F蛤ユ4．5）見ると外さく歯暦の紬胞の形はその基部では横に短形（く

げい）状の幅広い紬胞となり・その先端部にいくに従つて紬長くなつた紬胞がな弓び，毛g

全紬胞数が38～45箇積み重なっている．内さく歯暦の紬胞の形は先端にいくに従って縦

に（さく歯の長軸の方向）紬長くなって隣接している。（F屯狙30工　このころになるとさく

歯暦のつけねで。さく胞壁の紬胞暦（4～5暦）の内方に蹄隙ができはじめるが，この間際が

後に気室（乱ら）になる。

　気室の形成にあたってはその紬胞の紬胞質は段々縮減して核は紬胞膜の近くに偏在するよ

うになり，ついで紬胞膜が破壊していくのが見られるので，この室は破生紬胞間際であるこ

とカミわかる（Fi＆2＆2a34）。

　内さく歯の歯突起（皿）の紬胞数は7～lO箇；間毛（・）では5～7齢基礎膜（h1m、）で

は8～13箇年あり1それぞれの長さに多少の変異があるにしても外さく歯長軸の畢さと内さく

歯長軸の琴さの差は比較的小さく・従？て若い箇体（F屯台）についてさく蓋部の連続横断面

では内さく歯紬胞の輸状に配列する紬胞数はそg先端から燭憤に数えて見ても・最先端で16

箇・つづいて32箇の範囲の数を示す部分がわすかで沫部分は64箇に近い数を示している。

　両さく歯基底部では横断面で見ると紬胞数は共にそれぞれ塘加してくる。しかも外さく歯

では弩貝！正しく辱いカ㍗臓脇多メ肱．内さ三歯ではA皿舳・工・・n・によつて

紬胞が増カロする外にlPe・1c1lnaI　wausによっても増す。（Rg．2τb）。なお気室と両さく歯縁

の墓都キの区別も…のgtageにおいて明らかに卒る（Fi＆2＆29糺q〉、

　気室及び内外さく歯の完成後には外さく歯の基部はさく胞壁の内暦に連絡し、内さく歯は

胞子室壁につらなる。

　4・繭歯膜の肥厚

　さく胞がまだふくらんでいない段階（Fi＆Z2α21）の内外さく歯暦の紬胞の厚さの比は

10：13位で，これら各暦の紬胞は紬胞質に富み，申央に割合大きくなつた核がある。外さく歯

綱胞の蔵長奉は内さく歯紬胞の数倍であって紬胞質と核とは片寄てっくるのが茅外さく歯暦
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のすぐ表皮の方の外接暦の紬胞棲は外さく歯暦の壁の方に偏在してくる　（F路28〉　このよ

うな状態から考察しても紬胞の肥厚がこのStageごろから始まることがわかる魯このStage

の縦断面を観察しても横断面と同様に紬胞質と棲が肥厚の行われる膜の方へ一方的に片寄っ

ているが特にさく芸基部の附近において著しい（F路29130．31．32）．

　一体肥厚は内さく歯暦の紬胞膜及び外さく歯厨の紬胞のそれぞれ外側のドPe・ic・i醐I　waus

の上から起るもので，内さく歯暦と外さく歯暦とでは著しくその肥厚の程度が異なる。

　さく胞体が幾分ふくらんでくると　（F・㌫＆9）外さく歯基部の附近に膜の肥厚が現われは

じめ外さ．く歯細胞膜暦の外側膜に肥厚が見えるようになるが内さく歯紬胞暦の肥厚ははつき

りしない．これから発育が進むにつれて（F略1い1）内さく歯紬胞暦ρ肥厚もわすかに認め

られる．肥厚の行われる暦の近くに紬胞質と核とが片寄ってきて室胞ができてくること　（F

i＆29～3av帖、）は前の発育段階と同様である．すなわち直接肥厚に関与する外さく歯綱胞と

内さ一く歯紬胞は各外倶1の膜壁に，外さく歯外側隣接紬胞はその内側の膜壁に向つて紬胞原形

質の大部分が寄つてくるのが見られる（F屯31．32〉特に外さく醤暦の紬胞において肥厚が

顕著である．（Fig．293α31．32）．しかし内さく歯の肥厚も紬胞質の移行開始から見ても外さ

く歯と同時に肥厚期に入るものと考察できる。ただ内さく歯膜はその肥厚が外さく歯に比し

極めて薄いのである（Fi乳33135）。内さく歯の基磁膜（h叫）を形威する紬胞も肥厚するが

歯突起音脆形成する肥厚とは異なりAnt1・ヱ1naI　w・11・にもlP…c肚a1wansにも平等に肥厚

がひろがるようである・、さく歯部の内働さく歯に蓮続した1枚の膜が発達して墓部から苓／3

位の部分までは塞礎膜（lBas11班蛆emb1an・）となり，残りの1／3位は間毛（Cユ11a）と歯突趨

（Pr㏄essus）になつている（F怯37）。

　間毛は歯突超と交1互1に3本すつあるのが普通であるが所所に2～4本あることがある

（F1g盟3α37）．歯突起は基礎膜の基部から16枚伸びでてその頂端部に近い中央線部には数

箇あ縦列孔が連なる（皿㌫3a37〉　なお聞毛と歯突起の先端は幾分乳頭状になつている．

　外さく歯膜と内さく歯膜を蓮続する紬胞にも外さく歯膜の厚さに等しい程度の肥厚が起る

が，完成してからのさく歯の縦断面を見ると，この膜の肥厚は外さく歯壁に蓮なるつけ根だけ

にとどまり，内さく歯壁には肥厚しない膜として蓮絡している、そして丁度鋸の歯（狙5のよ

皿うな状態となる（Fi＆3435）．この鋸歯状の肥厚部すなわち薄板（la鵬11ae）は外さく歯膜から

内さく歯に連なる各膜にそい次第に薄くなり，先のとがったものになっている、そして外さく

醤の先端部に行くに従って薄板は次第に狭くなり，さく蓋内部に終っている（F屯30）。この部

の横断面で1枚の外さく歯紬胞の外側壁の肥厚部が長楕（だ）円状に見え，この部を3区分する

ことがセきる。す狂わち紬胞中膜から外倒（d1lの部分と内側（d2）の部分と薄板つけ根（縦断

面では鋸歯状）の部（d3）の別を鏡検できる（Fi＆3ヱ．3Z斑34）。外さく歯壁と内さく歯壁と

を蓮結している膜の残存は厚薄異状な紬胞膜から威る紬胞で内外両さく歯を形威していると

、も認められる・特にその横断面で観察すると明らかである（F蛙3L3ム3ユ3仙な泰外さく．歯

ではその外寧に　内さく歯ではその内側に徴小乳頭状突起（肌P・）を密生していることも内外

両さく歯が丁度各長軸にそうて並んだ細胞の両倶昨対応する紬胞膜からなり，内さく歯に

内接した紬胞暦と外接した紬胞厨とがそれに関与していることを示しているとも考えたい、

　外さく歯の外側のT・狐sve・se・idgesは外さく歯紬胞に隣接して肥厚たあすかった外さく歯

外測隣妾紬胞の膜のわすかに肥厚して残存したこん跡であって・，この外さく歯の穣突起㍍・。

を外倶Oから見ると・こ牝はその基部から先端へ向って中央に走る　Z；9z・g1ines（瓦1。）（2線
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のものも・ある）となり（Fig．36），横断面で見る申央の突趨（い．）である。（臨3軌

　外さく歯膜壁の厚さが25～28μ位に達するとこの膜は次第に乾燥して内外両さく歯暦は

分離しは1じめ，同時に外さく歯外暦の紬胞3～5暦が強固になってさく蓋板をつくるが特に

その最外暦（表皮）がさく歯暦の肥厚に前後して肥厚してくる。

　さく歯が完蔵して外さく歯外側隣接紬胞と外さく歯との間が破壊し，内さく歯内側の柔紬

胞の破壌も始まる∴そしてさく蓋はその接着部（環の基部）すなわちさく蓋縁に当る紬胞の

Pe・iClina1Wa11Sだけが肥厚しこの厚膜にそうて離暦が生じ，さく蓋が胞子蔵熱後に乾燥し

て離落する⑭1二のころになるとさく胞縁環都と離脱しやすくなる。

　凱鰯　　　要

　（ユ）造胞体は横断面で最初十字の膜によつて仕切られる。

　（2）蟹断面で見られる4－ceued　s楓geにPe・三c1三na1wau・が生じて原子嚢（のう一）外暦と

原子のう内暦とに別れる、

　（3）8－ceuedstageの原子のう外暦は更にpeエヱc11naI　wausによつて内側両さく歯暦の2

暦にわかれる。

　（4）内外両さく歯暦の紬胞暦は169・oupsからなり，各は外暦の1箇の繍胞と内暦の2～4

箇の紬胆とが対応して威立し，各から1歯すつのさく歯が生する．

一甲）外さく歯外倒隣箪紬胞暦も外さく歯暦の肥厚に関係する紬胞であって・外さく歯紬胞

1箇に対して2箇すつ現われ，この暦の紬胞数は32箇以上に分裂することは決してない．

　（6）内外両さく歯の発生に直接関係する紬胞暦は内さく歯紬胞唐と外さく歯紬胞暦の内暦

と外暦の3暦で内さく歯暦の紬胞膜と外さく歯暦の紬胞膜のそれぞれ外側のPe・icIinaIwaus

上に肥厚がおこる．

　（7）肥厚開始前に棲質が肥大し肥厚がはじまると内さく歯紬胞の内容は内さく歯壁に，外

さく歯紬胞の内容は外さく歯壁に偏してくる．外さく歯外暦の紬胞内容も外さ一く歯壁に寄っ

でくる．そしてそれぞれに室胞が生する竈なお肥厚につれて絢胞質が消え，ついで棲が消え

去り，肥厚膜が完蔵する。

　（8）内外さく歯共に肥厚開始の時期は同じであるが内さく歯は早く終り，外さく歯の基部

は先端よσも速く，内倶甘（d2）は外測（d1）よりも遠く，綱胞の内容物が消失して肥厚が速い

ことを示す（F三＆29130132133）．

　（9）外さく歯壁の申膜を中心とする肥厚の厚さは：丁蝸ns▽e・se　ridgesの都分を除き，その

内測ではぼとんど差がない。

　（10）外さく歯紬胞の外さく歯外倶昨Z1gzag　I1nesを残して隣接する紬胞膜（o．0．映1。の）

にも外さく歯壁の基部の附近で肥厚が起り，外さく歯特有のT・ans∀・・se・idgesをつくる．

　（l1）内外両さく歯をつなぐ薄膜（細胞膜）に毛外さく歯壁の基部で肥厚・（d3）が起り，

今ま1で異状な紬胞の累積によつて構威されている観を呈していた両さく歯壁に蓮なる薄膜部

は造胞体の完熟後破壊する。　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　機

　終りに臨み終始懇篤なる御指導と校閲の労をお取り頂いた大分大学学芸学部教授野口彰塵

士r深甚なる謝意を表する．
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〔図版説明〕

第1－12図：造胞体の発育（蘇帽除去）。×u。一

第13－21図：若いさく胞体のさく蓋部の横断面　×29α

　第13耳：四分円分割の分裂（L2・3・は分裂順〉

　綿14図：原子嚢（のづ）内暦（e叫）と外暦（a叫）との威立．

　第15図　原子のう外暦がムnt1cI・醐1wans（a　w1）によつて分裂した8箇紬胞の段階。

　第16図　原子のう外暦がP・・エc亙1醐I　waus（臥帆2）によつて内外2暦に分裂して，そ

　の内暦から内さく歯暦（三。酔I。）が確立．

　第ユ7図同上の外暦がA伽cI1n乳1waI1sによつて分裂したヱ6箇紬胞の段隆

　第ユ8図　同暦がP舳・I・n・I　wans（P凧3）によつて更に2暦に分裂して，その内暦か

　ら外さく歯暦（叫皿1。）か確立．

　第19図：外さく歯暦外側隣接紬胞暦がAnti・linaIwans（孔帆3）に一よつて32箇め紬

　胞に分裂中、

　第20図同暦が32箇紬胞の段階となり，内さく歯暦紬胞がA伽cH醐Iwaus（乱帆4）
　によつてその数ユ6箇に分裂申。

　第21図：内外両さく窟共16箇紬胞の段瀞原子のう内暦も分裂開蛤

箪22図：若いさく胞のさく蓋部め縦断面（第21図に対する〉　×29α

第23図：同さく蓋部横釦酊　×29α

　内さく歯暦がAntic工三naI　waus（乱w．5）によつて分裂してその紬胞数32箇段瀞　外さく

　歯暦外働隣接紬胞暦がPe・亘cT1na1wa11s（臥w4）によつて確立．　　　　　　　’

第24図：同さく蓋部縦断面（第23岡に対応する〉×2gα

第25～27図：若いさく胞のさく蓋部の横断面。×29α

　第25図：原子のう内暦及び同外暦外側の綱胞分裂申。

　第26図：半熟造胞体のさく蓋部における紬胞膜肥厚前のさく歯暦纈

　第27図：同さく蓋基底部に近い部分邊

第28～30図：．同さく蓋部縦断面。×2弧

　第28図：さく歯膜肥厚に関与する各暦紬胞の内容（棲及ば紬胞質）の集緒開始。

　第29図：やや成熱した造胞体のさく歯膜肥厚発達中の内外両さく歯のつけ根の部、

　第30図：同さく歯の先端部．

第31～33図：威勢さく胞のさく蓋部横断面。x29α

　第31～32図：膜肥厚部へ紬胞質及び核が偏在し肥厚につれて消失する遇程。

　第33図：完熟さく胞の完成内外両さく歯．

第34～35図：同さく蓋部縦断面．x29α

　窮34図：薄板で内外両さく歯連結．

　第35図：薄板の破壊．・

第36図：外側から見た完威内外両さく歯。×1lα

第37図：外さく歯を除去して外側から見た完威内さく歯．x7α



鋤

〔鴎号説鯛〕

臥q　気室軸　　　　　a肌　原子嚢（のう）外騒

乱帆　　　An伽cI1醐I　wa11。（1～5発生順）

h肌　　　基礎騰　　　　q　　間吾

dL　　　外さく歯肥厚膜の中膜から外倶膀民

姐　　　　同内側部田　岨　　薄板つけねの肥厚部．（縦断面では鋸歯状に見える）

肌　　　　原子のう内暦。

近　　　　環部（・固）附近ρ表皮紬胞風

I，皿，皿。皿　外倶脚の連続紬胞鼠

i小　　　　内さく歯靱　　i．臥1邊　内さく歯鼠（内さく歯紬胞暦）

L　　　　薄板、　　　叫I黎　　中膜曲

軋　　　　楓　　　　　　叫臥　1徴小乳頭状突組

叫似臥1固　外さく歯暦外倶U隣接紬胞暦、

軌映　　　外さく歯。　　軌酔1勾　外さく歯暦．（外さく歯紬胞暦）

皿　　　　歯突趣　　　　臥凧Per1c11na1wa五1曳（1～4発生順）　　r。　簸

い固　　　横突起国　　　　　V肌　　室膨

莫　　　蘇

（1）　W。コ団▽岬s仰aD．Hooker（1913）　D帆e1op㎜帥工of肚epe1i畠to㎜e1凪Ce醐todo皿pulpureu糺

　　Bu11．of此e　Torrey　Bo二．Chlb．40．pp．97＿109．

（2）跳r蝸burg・r，N・11，S・h触・k，S・h・mp・・（19コ3）；L・hrbu砿愉B・楓n赦f伽H㏄h8・1㎜一1・皿。

　　pp．　383－388，393＿400。

て3）R．∀狐坤Wijk（ユ932）：Mo叩ho1og狛㎜a　A刺om細aer蛆醐い肌Vera⑪or蝸皿帆

　　Bryo1．pP．3工一38。

（4）砒eH舳・riB・狙皿i・・1L・b・刺・ry（1947－1953）：Th・J・耐皿飢耐肚・亘汕・ri遇・飾油1

　　Labora工ory．　No。　コー＝10、

※本曳の一部は第18回目本植物学会大会で議演済み。
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